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研究成果の概要 

本研究では、研究代表者がこれまでの研究で見出した細胞内 TCR が、腫瘍免疫において果た

す役割の解明を目指している。この目的の実現のため、腫瘍に浸潤した後に細胞表面に表出する

細胞内 TCRクローンを同定すべく、申請者が独自に開発した細胞表面 TCR検出系と腫瘍移植モ

デルを組み合わせた上で、腫瘍浸潤 T 細胞のシングルセル TCR シーケンスを行うことを計画して

いる。 

2024年度は腫瘍移植モデルの条件検討を行った。腫瘍移植前に移入するT細胞の細胞数や、

T 細胞移入から腫瘍細胞移植までの期間、移植する腫瘍細胞数、腫瘍移植から腫瘍浸潤 T 細胞

を回収するまでの期間を変えて実験を行い、もっとも多くの T 細胞を回収できる条件を同定した。

また、同一の細胞に存在する細胞内 TCR と細胞表面 TCRの区別を可能にするため、アレル特異

的な TCRαライブラリ作製法の開発を行なった。実際にこちらの手法を用いて、脾臓 T細胞から作

製したアレル特異的 TCRαライブラリについて、十分量の次世代シーケンス用ライブラリの増幅が

可能であることを確認した。 

 


